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研究成果の概要（和文）： 
 沿岸河口域は、多様な地形・水環境と生物の限定的な生息範囲とが相まって多様な海洋生物
が生息する。しかし、港湾・都市開発、流域農林業など、生物‐環境の関係に影響をあたえる
様々な人間活動が特に顕著におこなわれる場でもある。ここで生物多様性を維持しつつ、人間
活動と調和させるにはどうしたらよいのかを、本研究では沿岸河口域の漁業の持続的発展に注
目し、多様な水産資源の利用を豊かな食文化にもつアジア地域で実証的な比較研究を実施し、
共通性と違いを明らかにしてきた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Coastal estuary regions are home to a broad variety of aquatic species, and preventing the loss of such 

biodiversity in these areas is a particularly urgent task for a considerable amount of human activity takes 

place that has a significant impact on the relationship between living things and the environment, such as 

the development of ports and urban areas, and watershed farming and forestry. This study involved empirical 

comparative research carried out throughout Asia. The study aimed to clarify regional similarities and 

differences in the utilization of diverse aquatic resources in Asia, where there is a particularly abundant 

food culture.  
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１．研究開始当初の背景 
 アジアの沿岸には河口が発達している。河
口の生態系は、人々に古くから多くの漁業資

源をもたらしてきた。とくに、河口に形成さ
れる干潟・浅海域では、陸側から供給される
土砂や栄養分が、生産性の高い生物群集を育
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む生態的な基盤を形成してきた。これよって
多様な生物が生息し、それを利用するさまざ
まな小規模漁業とバラエティに富む食文化
が形成されてきた。しかし日本では、河口域
の豊かな生態系は上流部の森林伐採、中から
下流部にかけての河川流域の開発、沿岸地域
の工場誘致や宅地形成のための埋め立て、あ
るいは漁業資源の乱獲などによって大きな
影響を受けてきた。これによって河口域の生
態系は改変され、河口域の漁業が衰退する結
果となった。その過程には、単に水質汚染の
みならず、河川と沿岸の地形変化、地域社会
や人々の価値観の変化など様々な要因が関
わってきたが、これら自然・社会環境を統合
した河口域漁業の変化の分析枠組みはほと
んど検討されてこなかった。 
 ところで、この日本の河口域の生物相は東
シナ海沿岸の生物相に多くの共通性をもっ
ており、漁労文化や食文化にも共通点がみら
れる。また生物相の共通性ゆえに、この地域
内では、日本を含めた共通の水産物市場が形
成されており、流通を介した地域間関係は近
年ますます密接になりつつある。一方、韓
国・中国・ベトナムなど、この東シナ海沿岸
各地では近年、急速な経済発展により、河口
域を形づくるさまざまな自然条件や地域社
会が大きく変化している。このなかで日本に
は過去の漁業変化のプロセスを、地域社会・
産業・自然環境の相互関連を示す多角的な視
点から明らかにし、これらの国々と協力して
ともに持続的な水産資源利用を可能とする
地域形成を提示していくことが求められて
いる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は以下の２点を目的とする。 
（１）日本の河口域漁業のうち、戦後大きな
変化をとげたいっぽうで河口域漁業が存続
してきた木曾三川河口地域を対象として、水
産資源利用（漁業）を変化させてきた要因を、
生物の再生産とその地形環境といった自然
環境、および河川・沿岸管理の制度や沿岸の
産業立地など、社会経済的な諸要因から総合
的かつ実証的に明らかにする。 
 
（２）そこで明らかにされた諸関係をアジア
沿岸河口域に位置づけ、地域間の差異をふま
えた河口域の水産資源利用とその変化の分
析枠組みを構築することによって、円滑な国
際環境協力の方策を探る。 
 
３．研究の方法 
（１）伊勢湾木曾三川河口域を対象として、
河口沿岸域の水産資源の変化を環境変化・地
域変化・生物生息変化からとらえ、相互関連
を明確化する分析枠組みとモデルを構築す
る。 

 木曾三川河口域（三重県桑名市を中心）と
して、水産資源に対する漁業変化と周辺沿岸
地域および流域の変化の相互関連において、
それぞれが具体的にどのような変化を生じ
させてきたかを明らかにする。 
 具体的には、下記の項目について研究を実
施する。 
 
①河川開発と沿岸河川地形環境の変化 
 
②沿岸土地利用と地域産業配置および管理
制度の関係 
 
③底生生物相の再生産と地形環境の関係 
 
④河口・沿岸域漁場と地形-生物環境との関係 
 
⑤漁村構造の変化と地域産業配置の関係 
 
⑥水産物流通のグローバル化が河口・沿岸地
域漁業に与えた影響の考察 
 
（２）中国・韓国・ベトナムの研究者への枠
組みの提示と共通調査項目の設定 
 本研究で対象とする中国・韓国・ベトナム
各地域の研究者を招聘し、ワークショップを
開催し、伊勢湾での調査結果を具体的に示し、
これらを総合した漁業地域変化の分析枠組
みを提示する。この枠組みをたたき台として、
各地域研究者の経験と要望をすり合わせ、中
国、韓国、ベトナムでの現地調査で明らかに
すべき調査項目を設定する。それに基づき、
共通調査項目を主軸とした伊勢湾・ベトナ
ム・韓国・中国における現地調査を行う。 
 

 
４．研究成果 
（１）２－(１)に関しては、以下の３点を明
らかにした。 
①伊勢湾木曽三川河口域において、水産資源
の変化を環境変化・地域変化・生物生息変化
からとらえ、データ収集、相互関連を明確化
する分析枠組みとモデルの構築を進めてい
る。漁業‐環境相互関連および流域の環境イ
ンパクトを端的に示す指標として貧酸素水
塊を選定し、漁業資源および生物の再生産へ
の影響を明らかにするとともに、貧酸素水塊
の出現年代を復元するデータ収集、および沿
岸河口域の漁業史を明らかにしている。また、
底生生物の個体群動態や二枚貝漁業の漁獲
量変動を、貧酸素水塊の消長や富栄養化の進
行と関連づけて解析した。近代以降の環境変
化をさぐるために、木曽三川流域および伊勢
湾沿岸の地形変化の解明の可能性について
検討した。 
 
②沖縄島北部、大分県佐伯湾において資源利



 

 

用と保全の調査をおこなった。沖縄島北部と
佐伯湾では、干潟と岩礁における生物資源利
用と、採集者の労働観について考察をおこな
い，沿岸保全との関連を検討した。ベトナ
ム・メコンデルタでは、内陸の氾濫原で拡大
する水田養魚の実態を、沿岸ではハマグリ養
殖の実態を調査し、内陸開発が沿岸部にまで
及ぼす環境変化の影響を検討した。中国・ア
モイでは干潟資源の利用と経済発展にとも
なう流通消費変化、都市開発による干潟消滅
における影響と漁村の近代化について明ら
かにした。韓国・木浦では干潟漁業の社会変
化の実態を調査した。 
 
（２）２－（２）に関しては、伊勢湾の汽水
域の環境保全と整備方針・整備計画を提示し
た。それに基づいて、韓国、ベトナムでのワ
ークショップの後、中間報告国際シンポジウ
ムを平成 20 年３月に開催し、韓国、ベトナ
ムの研究者とともに調査地各地の沿岸・河口
域の実証研究事例を報告した。そして研究方
針を検討し、それをふまえて 20 年度の現地
調査において協働研究を進めた。20 年９月に
は、中国アモイ大学においてワークショップ
を開催し、現地研究者と河口資源の利用と問
題について討議した。これらの研究を通じて
以下の４点を示した。 
 
①伊勢湾沿岸河口域の漁業および環境変化
と相互関係 
 三重県・愛知県の漁業統計および行政資料
により、第二次世界大戦後現代にいたる漁業
変化から小漁村集落の地域的多様性と変化
の地域差を明らかにした。伊勢湾の富栄養化
と貧酸素化現象の現状と問題点および将来
展望を、山川海の連続の視点から伊勢湾流域
圏と位置づけ、伊勢湾再生の問題点と課題を
明らかにした。 
 
②木曽三川河口域における自然環境史と物
質循環 
 木曽三川河口域の縄文時代の内湾化、三角
州の前進による海岸部埋め立て、近世以降の
干拓や埋立による干潟の減少が顕著となっ
た過程を明らかにした。また、三重県員弁川
流域を事例として、上流域から流出する微量
元素物質運搬と水質への影響を明らかにし、
河川物質流動の測定モデルを考察した。 
 
③ベトナム河口域における水産養殖の展開 
 メコンデルタにおける養殖地拡大と環境
改善、稲作とオニテナガエビの複合生産シス
テムの開発と持続的な生産、ナマズ養殖の拡
大の空間的パターンとグローバル化の社会
的関係を明らかにした。 
 
④アジア沿岸河口域の研究モデル構築 

 日本・伊勢湾、中国・アモイ、ベトナム・
カントー、韓国・セマングム、モッポでの研
究事例をもとに国際シンポジウムを開催し
た。1)漁業操業、漁村社会史、地域開発史か
らアジア型「漁村社会」の明示と、生活変化
と環境問題化にいたる過程と生活者の生活
原理を明らかにする枠組み、2)漁業生態分析
による生息相と水域環境の時空間変化と相
関、3)流域物質流動の測定による自然環境と
漁業との相互関連分析、4)農業と内陸漁業の
複合的生産システムとその環境持続的シス
テムの構築について、地域、国レベルでのス
ケールをふまえたとらえ方の枠組みならび
に融合的研究協働の方法を示した。                     
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